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EUSA-JAPAN Newsletter 
 

No.21  Aug. 2008                   日本 EU 学会 

 

◇理事長メッセージⅣ 

庄司 克宏（慶應義塾大学、ジャン・モネ・チェア） 

今秋、理事選挙があります。皆さんの選挙権を

行使して下さい！ 

１．4 年に 1 回の理事選挙年です！ 

今秋 10月から 11月にかけて日本 EU学会理事

会構成員の選挙が实施されます。これまで理事

は指名制で任期が自動更新されていました。そ

れを見直して本学会の民主的正統性を高めるた

めに選挙制が導入されました。すべての会員が

選挙に参加下さいますよう心から願っておりま

す。 

なお、郵送による投票と研究大会第 1 日目の

現地投票のいずれかを選択できることとなって

おりますが、確实を期してぜひ郵送投票をご利

用下さい。10 月頃に投票用紙が皆さんのお手元

に届く予定になっております。 

２．分科会が一層充实します！ 

 ニューズレター前号において、「分科会をい

わば「道場」のような形で一層充实させる」こ

とをお約束しましたが、その一環として分科会

の報告時間を全体セッションと同じにしました。

これにより報告 30 分、質疑 20 分が確保される

ため、質の高い研究報告と活発な討論が一層期

待されます。 

年長の会員の皆様、若手の最新研究から学ぶ

一方で、どうか若手会員を分科会の場で「鍛錬」

下さいますようお願いいたします。若手会員の

皆様も、どうか年長の会員の「胸を借りる」つ

もりで研究報告にチャレンジ下さい。このよう

にして会員の世代間の絆が深まれば幸いです。 

３．今年の研究大会は環境がテーマです！ 

今年は 11月 22－23 日（土、日）に静岡県立 

 

大学で研究大会が開催されます。共通論題は「EU

の環境ガバナンスとグローバル社会」です。本

学会の名誉会員である岡村堯・地球環境･経済研

究機構理事長（上智大学名誉教授）にキーノー

ト・スピーチを頂くとともに、ほんの一例にす

ぎませんが实務家（弁護士）による排出量取引

制度の日・EU 比較など興味深い研究報告が目白

押しです。分科会にも楽しみな報告が沢山用意

されており、どれを聴こうか迷うほどです。ま

た、駐日欧州委員会代表部のご尽力で例年招待

している外国人ゲストスピーカーですが、ルー

ヴァン大学のデルマルティーノ教授（Prof. 

Delmartino）に決まりました。EU のガバナンス・

システムについて講演頂く予定です。 

それでは皆さん、秋に静岡でお会いしましょ

う。 

追伸  双方向のコミュニケーションをめざ

して、1 週間に 1 度、ぜひ EU 学会ウェブサイト

http://wwwsoc.nii.ac.jp/eusa-japan/ にアク

セス下さい。メール等による直接のインプット

も歓迎いたします。 
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◇海外研究レポート 

～EU 欧州大学院（EUI）への留学を終えて 

 

鈴木 均（慶應義塾大学） 

 

 2002 年 9 月から 2007 年 12 月まで在籍したフ

ィレンツェの欧州大学院（EUI）博士課程での

日々を振り返りたい。EUI は最先端の欧州研究を

促進するために 1976年に開校した博士課程のみ

の大学院大学であり、政治、経済、法、歴史文

明、合計 4 学科からなる。加えて学科間の共同

研究を促進するロバート・シューマン・センタ

ー（現校長のイヴ・ムニィ先生が開設）、語学

センターと、欧州共同体史料館がある。 

2007 年 12 月 13 日に歴史文明学博士号を取得

することができたが、そこに至る過程は平坦で

はなかった。経済史家アラン・ミルワードが EUI

を去る前年、彼に慶應義塾大学大学院での研究

テーマ「ドイツの労働運動とシューマン・プラ

ン」についてメールで質問をしたところ、思い

の外いい返答をいただいたため、突如フィレン

ツェ行きが決まった。EUI の入学試験は複雑であ

るが、合格した欧州諸国（および地中海沿岸の

アフリカ諸国、ロシア、中南米諸国）出身の学

生は、自動的に自国政府奨学生あるいはイタリ

ア政府奨学生となり、学費は全額免除になる。

同期の岩佐拓郎と共に日本人として初めて EUI

に入学した私は、これらの制度枠組みから外れ

たため、終始財政難に苦しんだ。また、観光地

としては最高のフィレンツェも、住居を探し、

日常生活用にイタリア語を身に付け、博論執筆

のために英語の授業もとる「付帯義務」が発生

すると、なかなか大変であった。欧州諸国出身

の学生は最初の一ヶ月でイタリア語会話を習得

し、その後平均４、５ヶ国語を身に付けて巣立

っていった。ついていくのが精一杯であったが、

気付いてみれば在学中に独仏伊 3 カ国語を学ん

でいた。 

 博士論文を執筆するための作業は、どこの国

に行っても大差はないのかもしれない。他の欧

州諸国の大学院と比べて EUI に特徴があるとし

たら、研究内容および研究発表において常にマ

ルチ・ラテラルであることを強く求められるこ

とかもしれない。ミルワードの後任として 2003

年 2 月に赴任したパスカリン・ウィナン先生（現

モナシュ大学欧州研究所所長）のもと、欧州各

国および米国での史料収集に励む研究生活が始

まった。そして先生の知己を通じて、その後イ

タリア、ドイツ、スイス、イギリス、ベルギー

で学会発表をする機会に恵まれた。 

EUI で研究するメリットとして最も大きなも

のの一つは、おそらく EUI 付属の欧州共同体史

料館の存在であろう。自身歴史家でもあるジャ

ン・マリ・パラレ氏が所長を勤めるこの史料館

は、歴史实証研究をする者にとっては宝の山で

あった。そして EUI は世界レベルで高名な先生

を 4 年任期（一回延長可能、最長 8 年）で呼び

寄せるため、教授陣は常に贅沢な顔ぶれであっ

た。有名政治家を含め、訪れるゲストの顔ぶれ

も豪華だった。しかし欠点がないわけではない。

常に先生が入れ替わるため、研究途中に指導教

授がいなくなり、テーマを変えざるをえない学

生も尐なくなかった。また EUI の意思決定は、

各 EU 加盟国代表理事が構成する（政府間会議の

ような）理事会が担うため、人事でもめ、専任

教授が一時いない講座もあった。しかしこれら

の弊害を回避すれば、EUI は最高の研究環境であ

ろう。おかげさまで岩佐氏は 2007 年 10 月に、

私は 12 月に、晴れて博士号を取得することがで

きた。末筆ながら、留学中に様々な形でご支援

ご指導をいただいた学会員の皆様に御礼申し上

げる。EUI および付属史料館を使った研究活動が

今後より一層活発になることを祈念する。 
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 事務局からのお知らせ 

 

◇ 新入会員一覧 

2008 年 5月の理事会で承認された方々 

＊ 氏名(専攻分野)・所属 

 

1. 松本 和朗(P) 大阪学院大学 

2. 八木 紀一郎(E) 京都大学 

3. 森 周子(SC) 西武文理大学 

4. 山本 健太郎(P) 関西学院大学 

5. 山本 健(P) 名古屋商科大学    

6. 廣瀬 陽子(P) 静岡県立大学 

7. 山本 健兒(E)  九州大学 

8. 山田文比古(P) 東京外国語大学 

9. 大島 堅一(E) 立命館大学 

10. 喬 宇(P) 筑波大学博士課程後期 

11. 松村 敦子(P) 東京国際大学 

12. 小林 誠(P) 日本放送協会 

13. 益田 实(P) 三重大学 

14. 川嶋 周一(P) 明治大学 

15. 申 昌鉉(E) 日本大学博士課程後期 

16. 岡本 宜高(P) 神戸大学博士課程後期 

17. 黄田明日香(L) 

 

慶應義塾大学法務研究

科（院） 

 

◇ 次期（2008 年）研究大会開催について 

 

２００８年度研究大会プログラム（暫定版） 

をお知らせ致します。なお、以下のプログラム

はあくまでも暫定版ですので、最終的なプログ

ラムは、後日送付させて頂く研究大会プログラ

ムでご確認ください。 

 

（１）開催校： 静岡県立大学 

（２）日時： 2008 年 11 月 22 日―23 日 

（３）共通論題：EU の環境ガバナンスとグロー 

   バル社会 

 

第 1 日（11 月 22 日） 

会場（受付開始）12 時 

理事会は 11 時に開催します。 

共通論題 

「EU の環境ガバナンスとグローバル社会」 

 

全体セッション第Ⅰ部（13 時―15 時 10 分） 

報告時間 30 分、質疑 20 分 

基調報告のみ報告 30 分（質疑なし） 

 

司会者 福田耕治 (早稲田大学) 

 

(1)報告者：岡村堯(地球環境･経済研究機構理事

長) 

論題：(基調報告) EU の環境ガバナンスとグロ 

ーバル社会 

 

(2)報告者：臼井陽一郎(新潟国際情報大学) 

論題：EUの持続性戦略と欧州統合の行方 

 

(3)報告者：大島堅一（立命館大学） 

論題：EUにおける統合された環境・エネルギー 

政策 

 

全体セッション第Ⅱ部（15 時 30 分―17 時 20 分） 

報告時間 30 分、質疑 20 分 

ゲストスピーカーの講演は 40 分、質疑 20 分 

 

司会者：正井章筰(早稲田大学) 

 

(1)報告者：由布節子(弁護士) 

論題：日・EU 排出権取引制度及び实務の比較 

 

司会者：羽場久美子(青山学院大学) 

 

(2)報告者：Professor Dr. Frank Delmartino, 

University of Leuven 

論題：The Lisbon Treaty and the strengthening 

of the EU's system of governance 

 

総会（17時 20 分―17時 40 分） 

懇親会（18 時―20 時） 
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第２日目（11 月 23 日） 

 

開場（受付開始）9時 00 分 

分科会（9 時 30 分－12 時 15 分：各報告時間 30

分、質疑 20 分、休憩 5分） 

 

【区分 Ａ】 

司会者：岩田健治(九州大学) 

 

(1)報告者：明田ゆかり(慶應ジャン･モネ EU 研

究センター) 

論題：貿易と環境の調和：EU 方式の発展と WTO

におけるその影響 

 

(2)報告者：市川芳治(日本放送協会) 

論題：環境政策と EU 競争法－現代化

（”Modernisation”）の文脈から－ 

 

(3)報告者：山本健兒 （九州大学） 

論題：グローバリゼーションのもとでの欧州的 

都市政策－ドイツ都市の問題街区再生事業に焦

点を当てて－ 

 

【区分 Ｂ】 

司会者：辰巳浅嗣（阪南大学） 

 

(1)報告者：吉崎知典（防衛研究所） 

論題：EU と平和構築－治安部門改革へのヨーロ

ッパ流アプローチ 

 

(2)報告者：中村登志哉(長崎県立大学) 

論題：欧州安全保障秩序とドイツ：メルケル政

権の課題とディレンマ 

 

(3)報告者：山地哲也(海上保安大学校) 

論題：欧州連合における海上安全及び海洋環境

保護政策－船舶の避難場所に関する指令審議－ 

 

 

 

【区分 Ｃ】 

司会者：田中俊郎(慶應義塾大学) 

 

開催校「広域ヨーロッパ研究センター」提供特

別シンポジューム：拡大 EU と新たな近隣諸国 

[英語使用] 

 

(1)報告者：小久保康之(静岡県立大学) 

論題：欧州近隣政策の評価と課題 

 

(2)報告者：六鹿茂夫(静岡県立大学) 

論題：欧州近隣諸国政策の東方次元：成果の比

較分析 

 

(3)報告者： ミヒャエル・ライテラー(駐スイス

EU 大使) 

論題：地中海連合か、バルセロナプロセスの見

直しか 

 

昼食・休憩／理事会（12 時 15 分―13時 15 分） 

 

総会（13 時 15 分―13 時 30 分） 

 

全体セッション第Ⅲ部（13 時 30 分－16時） 

各報告時間 30 分、質疑 20 分 

 

司会者：久保広正(神戸大学) 

 

(1) 報告者：岩松邦郎（神戸大学・院） 

論題：バイオ燃料に関する環境・エネルギー政

策の動向と EU主要国の対応状況における比較分

析 

 

(2)報告者：八谷まち子(九州大学) 

論題：EU のエネルギー安定供給確保とトルコ加

盟の展望 

 

(3)報告者：蓮見雄(立正大学) 

論題：EU の対外エネルギー政策とロシア：EU・

ロシアのエネルギー対話の展望 
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広報委員会から 

 

◇ ニューズレターの電子メールでの配信を

開始 

 

学会ニューズレター前号(No.20)の広報委員

会からのお知らせ記事「学会ニューズレター等

の電子化に関する重要なお知らせ」でご案内し

たとおり、本号よりニューズレターの電子メー

ルでの配信を開始します。配信に当たっては、

日本 EU 学会『会員名簿』に掲載されている電子

メール・アドレスを利用させていただいており

ます。 

『会員名簿』に電子メール・アドレスが掲載

されていない会員には、引き続き郵送での配布

となります。電子メール・アドレスの学会への

登録がお済みでない会員は、『会員名簿』更新

の際に是非お済ませ下さい。 

また『会員名簿』に電子メール・アドレスが

掲載されているにもかかわらず、このニューズ

レターを郵送で受け取った会員は、『会員名簿』

登録のアドレスが利用できない状態となってい

る可能性があります。ご自身の現在の電子メー

ル・アドレスが正確に記載されているか、いま

一度『会員名簿』をご確認頂き、必要な修正を

お願い申し上げます。 

上記の新規登録や修正に関しましては、学協

会サポートセンター(scs@gakkyokai.jp)までご

連絡下さい。皆様のご理解・ご協力をお願い申

し上げます。 

            (広報委員長 岩田健治) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ニューズレター原稿の募集 

 

 広報委員会では、会員の皆様方からのご寄稿

を幅広くお待ちしています。最近のご研究動向、

在外研究や出張の成果報告、日本の EU 研究への

提言、日本 EU学会への要望など、内容は問いま

せん。学会の財政難の折、原稿料をお支払いす

ることは出来ませんが、積極的にニューズレタ

ーを活用していただきたいと思っております。

尚、ご寄稿いただいた原稿のニューズレターへ

の掲載については広報委員会で検討させていた

だきます。ご要望に添えない場合はご容赦下さ

い。 

 

 分 量：横書き 1200 字程度。 

 期 限：随時受け付けますが、ニューズレタ

ーの夏・冬年 2 回発行にあわせ、6 月

末日と 11 月末日がそれぞれ締め切

り日となります。 

 提出先：広報委員会(松浦)の住所または下記メ

ール・アドレスまで添付ファイル（ワ

ードか一太郎）にてお送り下さい。 

 

     〒790-8578 松山市文京町４－２ 

     松山大学 松浦一悦 宛 

     Tel:089-925-7111 

       Fax:089-922-5415（総合研究所）

matsuura@cc.matsuyama-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:scs@gakkyokai.jp
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◇ 編集後記   

          

今年 7月に開催された北海道洞爺湖サミット

では、2050 年までに温室効果ガス排出量を半減

させるという長期目標を「世界全体の目標」と

して採用することを参加国が認識することで、

閉幕した。昨今の原油価格の高騰は原油の需要

を引き下げる要因となるので、化石燃料の消費

を抑制しＣＯ2削減に寄与するのでは、とも思え

るが、問題はそれほど単純ではない。 

原油価格の上昇は食糧価格の高騰をもたらし

ているが、さらに、化石燃料の代替エネルギー

としてバイオ燃料が普及することも、食糧価格

の高騰を招く原因になっている。食糧価格の高

騰によって最も被害を受けている途上国は、温

室効果ガス排出量削減には消極的である上に、

先進国のバイオ燃料開発に批判的である。 

確かに原油・食料価格の高騰は世界で一致し

て取り組む問題であるが、先進国、産油国およ

び途上国の間では問題の認識に温度差があり、

利害が錯綜しているため、即効性のある解決策

は今のところ見つからない。こうした世界情勢

の中で、EU は環境問題に対してどのような主導

権を発揮できるのだろうか。 

食糧・エネルギー価格の高騰と地球環境の保

全というグローバルな問題が大きくクローズア

ップされる今日で、次回の研究大会はまさにこ

の問題を共通テーマにしており、当日の大会で

は活発な議論が行われることを期待したい。 

今回は鈴木会員からご寄稿をいただき、あり

がとうございました。今後も、会員の方からの

ユニークな寄稿をお願い致します。 

          

 松浦 一悦（松山大学） 
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